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 建交労神奈川県本部は、10月 2日に川崎市教育

文化会館において第 24回定期大会を開催しまし

た。コロナ禍によって過去 2年間はリアル大会が

見送られてきたため 3年ぶりで仲間が顔を合わせ

ての大会となりました。大会は、小野執行委員

（鉄道本部）が、安倍元首相の国葬強行をはじめ

岸田政権の無法を告発し「国民の声を実現するた

たかいに奮闘しよう」と訴える開会挨拶で始まり

大会議長には神奈川県南支部代議員の佐藤章執行 主催者代表挨拶する伊藤委員長 左は佐藤議長 

委員が選出されて大会が進行しました。主催者を代表して挨拶を行なった伊藤東一委員長

は国会で 3部の 2以上を握る改憲勢力によって国民主権と民主主義・平和の危機が進行し

ている情勢に触れ、同時に県本部のたたかいの前進を強調しました。とりわけ組織拡大は

軽貨物を中心とする拡大で 58名の純増を実現し県本部

実勢は 494名に達して昨年大会で目標とした 500名以

上の県本部にほぼ到達したことを評価、さらに建交労

県本部結成時の目標 2000名県本部実現に奮闘しようと

呼びかけました。また 9月 28日に中労委で和解した三

昭運輸分会とメイショクアソシェイツ分会争議の前進

を報告し、学童保育指導員支部が取り組んでいる川崎

市に対する署名運動の重要性を強調しました。 

大会議案を報告・提案する高橋英晴書記長  続いて議案提案を行った高橋英晴書記長は、情勢の

位置づけを核戦争・気候危機・感染症など“人類の危機”と強調しました。1年間のたた

かいの成果としては組織拡大での奮闘を評価するとともに、軽貨物での組織拡大の経験や

要求前進のポイントとしてＩＴなども活用した情報発信がメディアに与えるインパクトを

含めて重要な武器になることを強調しました。こうした 1年間のたたかいの到達点を踏ま

えて次年度方針では、組織拡大目標を 600名県本部としコロナ化を克服して組合員間の交

流・文化レク活動の再開をめざすなど積極的な提案を行いました。 

神奈川県本部の 2022年度組織拡大目標（大会方針） 

 

 

 

神奈川県本部第２４回定期大会１０/２開催

組織拡大目標５００名県本部にほぼ到達！ 

県南支部 ダンプ支部 鉄道本部 事業団 学童保育 労職 神田支部 合計

拡大人数目標 24 70 4 4 4 106

到達目標 100 415 21 43 9 2 10 600

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 
 

県本部 24 回大会構成員と出欠状況 

2022 年度役員に選出された皆さんのあいさつ 

 

 

 

 

 

 高橋書記長の報告提案や会計監査報告などのあ

とに若干の休憩をとって全体討論に入りました。 

発言のトップに立ったのは県南支部代議員の小島

茂執行委員長です。小島代議員は、9月 28日に

中労委での和解が成立した三昭運輸分会の争議支

援に対して県本部のすべての仲間に感謝とお礼を
述べました。また、神奈川県南支部が 1年間にと

りくんできた運動の経過を簡潔にまとめて報告す

るとともに 10月 7日に予定している東神ＴＳで

の宣伝行動への協力も呼びかけました。     討論のトップで発言する県南支部の小島委員長 
 神奈川ダンプ支部からは、組織拡大の成果と軽貨物の劣悪な実態を社会的にアピールし

て成果につなげた軽貨物の仲間が「運動の基本は、みんなで話し合い、みんなで決めて、

みんなで行動すること」と発言して原則的な運動の大切さが示されました。 

 学童の仲間は、自主学童に対する川崎市の理不尽な対応を変える取組みを続けるなかで

少しずつ変化が見えている。川崎市への陳情署名を成功させて成果につなげたい。また、

組合員の拡大でも頑張りたいと発言しました。 

 鉄道本部の仲間は、現場の労働者が仕事の継続を決意したことによってＪＲとの交渉権

を維持できたことは大きな成果だと報告しました。一方、労働者の分断による労働組合の

弱体化がいっそう加速し儲け最優先のＪＲの実態を告発しました。 

 横浜市内の公園やビル清掃の事業を展開する高齢者事業団の仲間は、1年間で 10名の

仲間が増えたが、業務上組合員全体が集まることは難しい。同じ趣味を持つグループなど

による少人数での交流を積極的に取り組んでいきたいと発言しました。 

 書記長提案を支持し補強する討論を終えて高橋書記長が討論のまとめをおこなって議案

採決に移り、すべての議案が全員一致で採択されました。 

 その後は、新組織・新入組合員の紹介があり、役員選挙・

スト権投票、大会宣言・特別決議の提案・採択などと続いて
すべての議事を滞りなく終え、退任役員の挨拶、新役員の紹

介・挨拶と続いて、最後は開会挨拶と同じ小野執行委員によ

る閉会挨拶のあと、県本部の新副委員長に信任された県南支

部の清野副委員長の発声で“団結頑張ろう”の唱和を行い、 
紹介された弥生京極社班の原班長 第 24回県本部大会は成功裏に終了しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会は各支部からの積極的な発言で成功！
神奈川県南支部の小島委員長がトップで発言 

県南 ダンプ 鉄道本部 事業団 学童保育 合計

代議員定数 8 8 2 3 2 23

出席代議員 8 7 2 3 1 21

県本部役員 3 6 1 1 1 12

出席役員 2 5 1 1 1 10



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


